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「恋」

　｢恋」は楽しいものでしょうか。悲しいものでし

ょうか。

 『岩波国語辞書』(第6版）では,《恋》の項で「▽

本来は，(異性に限らず）その対象にどうしようも

ないほど引きつけられ，しかも，満たされず苦しく

つらい気持を言う。(中略）｢―は楽し，野辺の花よ｣

のような言い方は，1910年代ごろからのもの」と

説明されています。つまり，｢楽しい恋」は比較的

新しい用法になるようです。

　人は「恋」をどう語っているのか，そのおおよそ

の傾向をweb上で分析する方法があります。たとえば,

東京工業大学奥村研究室で開発，公開されている 

blog Watcher3* による「評判情報検索｣です。ブログ

と呼ばれるWeb上の日記を大量に収集した結果から,

あるキーワードについての評価傾向を自動的に判別

します。｢恋」の検索結果は図のようになりまし

た｡ ｢恋」をポジティブに評価する語として「いい,

素敵な，好き，楽しい」が，ネガティブに評価する

語として「悲しい，辛い，苦しい，難しい」などが

あげられています。

　先の辞書の《恋う》の項には，｢古くは「君に恋ひ｣

のように「に」を使うのが本則だったのが「を」に

移った。意味の重点が，対象に引き付けられること

から，対象を心の中で追い求めることに傾いたから

と見られる」という注釈も載っています。ところ

が，web検索や新聞記事検索などを試してみると「を

恋する」よりも「に恋する」の用例の方が多く検索

され，現代語では「引き付けられる」傾向に戻りつ

つあるかのようにみえます。

　みなさんにとって，｢恋する」対象は，引き付け

られるものでしょうか，追い求めるものでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（柏野 和佳子)

　　　　　　　　　　　　　　図「恋」の評判情報検索の結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   (2007/02/28時点)

*http://blogwatcher.pi .t itech.ac.jp/

｢漢字テレタイプライター」のキーボード（説明は８ページ)
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１.『現代日本語書き言葉均衡コーパス』とは

　『現代日本語書き言葉均衡コーパス』は，国立国

語研究所が構築を進めている現代日本語の大規模な

データベースです。最終的な規模は１億語以上，本

年度から2010年度までの五か年で構築を終え,

2011年の春には一般公開する予定です。構築作業

の一部は文部科学省科学研究費補助金特定領域研究

｢日本語コーパス」の補助によって実施しています。

２．KOTONOHA計画

 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』は，近現代

の 日 本 語 全 体 を デ ー タ ベ ー ス 化 し よ う と す る

KOTONOHA計画の一部として位置づけられていま

す。図１はそのKOTONOHA計画の全体像を示して

います。図の中央には時間軸が走っており，明治か

ら現代までの時間をあらわしています。また時間軸

の上部は書き言葉，下部は話し言葉に該当しま

す。書き言葉を代表するジャンルには「書籍」｢新

聞」｢雑誌」｢ウェブ」を，また話し言葉のジャンル

として「モノローグ」｢対話」｢雑談」を認めています。

　KOTONOHA計画は，今後数十年の間に一連のコー

パスを構築することによって，近現代の日本語の全

体像を可能な限り広く,また歪みのない形で記録に残

すことをめざしており，これまでに『太陽コーパス』,『日

本語話し言葉コーパス』のふたつを公開してきまし

た。図１左上の「太陽」と記された楕円と右下の

｢CSJ｣(Corpus of Spontaneous Japanese)と記された楕円

がこれに該当します。また図の下部には，近現代の

日本語史における重要な出来事が記入されています｡

明治・大正期の「言文一致」運動，終戦直後の「現

代かなづかい」と「当用漢字」の告示(1946)，そし

て 1 9 8 0 年 前 後 に お け る J I S漢 字 コ ー ド の 制 定

(1978, 1983)と常用漢字の告示(1981)です｡『現代日

本語書き言葉均衡コーパス』はJ I Sコード制定後の

情報化社会における書き言葉のコーパスです。

３.『現代日本語書き言葉均衡コーパス』の構造

 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』は三種類の

サブコーパスから構成されています。図２左上の「生

産実態サブコーパス」は，2001年から2005年の間

に出版されたすべての書籍，雑誌，新聞を母集団と

して，そこから約3500万語を無作為に抽出したコ

ーパスです。テキストの内容による選別は行ってい

ません。図２右上の「流通実態サブコーパス」は東

京都下の公共図書館に収蔵されている書籍を母集団

として約3000万語をやはり無作為に抽出したコー

パスです。最長で過去30年間分の書籍が対象となる

こと，一定数（例えば10館以上）の公共図書館に所

蔵されている図書のみが対象となる点で，生産実態

サブコーパスの書籍部分とは異なっています。最後

に「非母集団サブコーパス」は，特定の母集団を設

定することなく，国立国語研究所が実施する研究に

必要な書き言葉データを格納しています。政府が刊

行する白書，法律，国会の会議録，検定教科書，ベ

ストセラーなどを予定しています。また現代の書き

言葉の著しい特徴であるインターネット(WWW)上

の書き言葉のデータも重要な対象です。非母集団サ

ブコーパスの規模は約3500万語を予定しています｡

『現代日本語書き言葉均衡コーパス』の構築ら
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４．コーパスの構築方法と進捗状況

　以下では『現代日本語書き言葉均衡コーパス』を構築

するプロセスを書籍を例にとって説明します。この

ような手順に沿って，2007年３月時点で，約1500

万語相当のサンプルの著作権処理が終了し，そのう

ち500万語分の電子化が終了しています。

５．関連URL

KOTONOHA計画

　http://www.kokken.go.jp/kotonoha/
科学研究費特定領域研究「日本語コーパス」

　http://www.tokuteicorpus.jp/
　　　　　　　　　　　　　（前川 喜久雄・山崎 誠)

2001～2005年に出版された書籍
のリスト(母集団)

無作為に数万ページを
抽出

サンプルとなるテキストの決定

 一律1000字の固定長サンプルと，節や章に　　　
対応する可変長サンプル(平均4000字程度)　　　

の二種類を作成　　　

著作権者から利用許諾を取得

サンプルをコンピュータに入力。文字や文書構
造に関する情報をXML(データ記述言語)で表現｡
さらに品詞情報や文節間の係り受け関係につい
ての情報を付与。

サーバーに搭載してインターネット上で
公開

著作権処理

｢〇〇全集｣１巻　　　�205頁
｢△△殺人事件｣　　　�100頁
｢板橋区史｣　　　　　�600頁
｢もうかる投資｣　　　   80頁
｢ファーブル昆虫記｣　�200頁
｢××自叙伝｣　　　　�300頁
……
等々,数十万冊

出典情報

後続する文脈(20字程度)先行する文脈(20字程度)

検索する文字列を入力
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■新「ことば」シリーズとは

　日本語に関する興味・関心を一般の方々に持って

いただく目的で，国立国語研究所は『新「ことば｣

シリーズ』という普及書を毎年約６万部発行し，ほ

ぼ全国の学校や公民館に無償配布しています。2007

年３月30日発行の第20号は「文字と社会」を取り

上げます。

　　　　本書は，一般書店で購入できます。

　　　　新「ことば」シリーズ20『文字と社会』

　　　　ぎょうせい，Ａ5判112ページ　定価500円（税込）

■この号のテーマ

　私たちの暮らしや社会は「文字」に支えられてい

ます。日本全国で，様々な文字が用いられています。

　文字は人間の「脳」や「心」にも影響を及ぼして

いるようです。ゲーム機に搭載された漢字ドリルが

高齢者の皆さんに歓迎されていることからも明らか

なように，文字に対する世の中の関心は高いものが

あります。

　この号は「文字と社会」のほかに「人間」とのか

かわりをめぐる話題も提供し，心豊かな言語生活を

楽しむために作られました。

　文化や学術研究の話題に加えて，全国の行政窓口

などで行われている実務（戸籍業務など）にも直結

した解説を準備しました。

■内容と執筆陣は

1. 巻頭エッセイ「私の文字生活」

　阿刀田高氏（作家）によるエッセイ。

2. 座談会「放送現場の文字，心に伝わる文字，強い

　言葉」

　文字は生きて変化しつつある「ことばの小宇宙｣

です。その不思議な魅力についての鼎談を掲載しま

した。

・『バカの壁』の著者である養老孟司氏（解剖学者）

・�桜井洋子氏（NHKアナウンサー）

・�杉戸清樹（司会，国立国語研究所長）

　座談会で出た話題をいくつか紹介しましょう。

【問】NHKアナウンサーが読んでいるニュース原稿

　　は，｢縦書き」でしょうか，それとも「横書き｣

　　でしょうか？

【問】手書きの効用は？

【問】｢クオリア」とは何でしょうか？

　　　　　（答えは座談会の記事のなかにあります｡)

3. 問答形式の解説「ことば事情」

　｢放送と漢字」(柴田実氏：NHK放送文化研究所),

｢教科書の文字」(小椋秀樹：国立国語研究所),

｢公共サービスの文字」(高田智和：国立国語研究所)

の３本立て。

「放送と漢字」は，次のような疑問に答えます。

【問】最近のテレビ放送は，話している内容が文字

　　で書かれたり，説明が文字になっていたりして

　　文字が使われることが多くなったような気がし

　　ますが, 時代とともに変わっているのでしょうか？

　｢教科書の文字」は以下のような話題を取り上げ

ます。学校教育の現場で，漢字学習の指導などに役

に立つものと思います。

【問】小学校で，どういう順序で漢字を習うかにつ

　　いて決まりはあるのでしょうか？

【問】印刷された文字と手書きの文字とでは，字形

　　に違いがありますが，印刷された文字と同じよ

　　うに書かないといけないのでしょうか？

「公共サービスの文字」は住民基本台帳や戸籍の文

字について国立国語研究所が行った最新の研究成果

を紹介します。

刊行物紹介

  新「ことば」シリーズ20『文字と社会』

てい

国立国語研究所編，ぎょうせい刊
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【問】「戸籍の文字を「正字」に改めます」という

　　通知をもらったことがあります。これは何のこ

　　とでしょうか？

【問】「戸籍統一文字」や「住基統一文字」とは何

　　でしょうか？

4． 問答集「ことばの質問BOX」

　次のような15の質問に新野直哉（国立国語研究所)

など数名の専門家がお答えします。

【問】小学生の娘が作文で「きょうわたのしかった

　　です｡」と書いたところ，｢わ」に×をつけられ

　　てしまいました。なぜ「わ」と書いてはいけな

　　いのでしょうか。

【問】｢ヤマダハルオ」のローマ字表記は，｢Haruo 

　　Yamada」がよいのでしょうか。｢Yamada Haruo｣

　　がよいのでしょうか。

5．コラム

「文字と失語症」（横山詔一：国立国語研究所）と

「オーノ氏の懊悩に満ちた選択」（宇佐美洋：国立

国語研究所）の2本。

6．外国人から見た日本語「ことばと社会」

　ドイツ－日本研究所の研究員であるP．バックハ

ウス氏が，東京の山手線28駅で調査したデータを「公

共文字と日本の多言語化－東京の言語景観を事例に｣

に掲載しました。

　あわせて，ドイツ－日本研究所でのインタビュー

記事も御覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（横山 詔一)

■140名が参加

　第30回「ことば」フォーラムが，2007年２月24

日（土）の午後，国立国語研究所２階講堂で開催さ

れました。参加者は140名でした。

■マスメディアで使用される外来語と外国語の現在

　と将来を考える

　前半は次の３件の講演がありました。

①朝日新聞社校閲センターの福田亮氏は「新聞記事

　の外来語」について，新聞で使用された外来語の

　現状を中心に述べられました。なかでも，｢新語・

　新用法の定着するまで｣，｢現れては消えていく外

　来語」での，見落とされがちな外来語の生態とい

　う視点は新鮮でした。また戦前から現在までの

　｢朝日新聞の外来語使用に対する態度」では新聞

　社の表記上の配慮に関する報告がありました。

②伊藤雅光は「雑誌に見られる外来語と外国語」に

　ついて，研究所の語彙調査データに基づいて，外

　来語と外国語の過去と現在の比較データを紹介し,

　さらに将来の状況について考えました。この40年

　間における雑誌の外来語と外国語の増加率はめざ

　ましく，将来この傾向が助長されるであろうこと

　を予想し，外来語だけではなく，外国語に対して

　も今のうちに目配りをしておく必要性について述

　べました。

③NHK放送文化研究所の塩田雄大氏は「放送におけ

　る外来語の過去と現在」について，放送における

　外来語使用の規範と実態の変遷について説明され

　ました。規範では昔は個別に指定していたものか

　ら，理念の提示，そして言い換え案の提示という,

　柔軟な方式に変化してきていることが指摘されま

　した。また，実態では外来語表記の変化とアルフ

　ァベット語の増加の問題について取り上げられま

　した。

　フォーラムの後半に行われた参加者との質疑応答

では,「外来語表記のユレと変化｣や「タテ書き･ヨコ

書きとアルファ

ベット語増加の

関係」などの質

問が多く寄せら

れ，外来語と外

国語に対する関

心の高さがうか

がわれました。

講演者が質問へ

の回答と解説を行い, ｢外来語表記の規範意識の変化｣

などをテーマにディスカッションをし，議論を深め

ることができました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（伊藤 雅光)

｢ことば」フォーラム報告

い

新　刊
１．新「ことば」シリーズ20『文字と社会』

　　2007年3月／ぎょうせい／A5判横組み112ページ／税込500円

２．『日本語科学』21

　　2007年4月／国書刊行会／B5判横組み160ページ／税込3,150円

おう  のう

第30回「日本語の中の外来語と外国語 ～ 新聞，雑誌，テレビ」
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　国立国語研究所では，政策研究大学院大学，国際

交流基金日本語国際センターとの連携大学院プログ

ラム「日本語教育指導者養成プログラム（修士課程)｣

及び「日本言語文化研究プログラム（博士課程)｣を

平成13年10月より実施しています。海外で活躍す

る日本語教育指導者を対象とする，このプログラム

は，これまでに16か国43名の修了生を輩出し,

各地の日本語教育において指導者的な立場となる人

材を育成してきました。

　プログラムの一層の発展を目指し，昨年11月にウ

ズベキスタン共和国において「日本語教育セミナー｣

を連携３機関共同で開催し，広報活動と修了生の追

跡調査を実施しました。

　

■ＮＩＳ諸国における日本語教育

　NIS諸国では，カザフスタン共和国，キルギス共

和国，ウズベキスタン共和国，ウクライナに７名の

修了生が活躍しています。また，これらの国からの

応募者も増加傾向にあります。

　NIS諸国における日本語教育は，ソ連崩壊後の教

育の自由化に伴い，ほとんどの機関が1991年以降

に開始しています。カザフスタン共和国など，中央

アジアの国々では，多くの国立大学に日本語主専攻

コースがあり，初等中等教育機関にも日本語教育の

裾野が広がっています。

　ウクライナにおける日本語教育は，19世紀にまで

遡るそうですが, 本格的な日本語教育は, 最高学府で

あるキエフ国立大学東洋学部の日本語学科開設

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1990年)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に始まる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　といわれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ています｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　首都キ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エフだけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ではなく,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地方都市

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でもそれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞれ独自

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に日本語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育が行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　われてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ます。

　ウズベキスタンの日本語教室の掲示物

　これらの国々では，中央アジア日本語弁論大会や

全CIS（Commonwealth of Independent Statesの略，ロ

シア連邦及びNIS諸国) 日本語弁論大会を共同で開催

しており，国を越えた日本語教育のネットワークを

通じて情報や意見の交換が行われています。

■日本語教育セミナーの開催

　今回の日本語教育セミナーは，在ウズベキスタン

日本国大使館，ウズベキスタン日本語教師会，ウズ

ベキスタン日本人材開発センターの協力を得て，11

月３日と４日の２日間にわたり，首都タシケントで

開催されました。セミナー初日は連携大学院プログ

ラム及び連携機関の紹介，２日目は連携大学院プロ

グラムの教官２名による講演及び修了生２名の研究

発表を行いました。

　セミナーには，ウズベキスタン共和国及び周辺国

の日本語教育関係者，連携大学院プログラムへの参

加を検討している方々及び修了生の合計約50名の参

加者がありました。連携機関の活動についての紹介,

修了生の現状報告・研究発表など，多角的な情報を

提供することによって，文章では伝えられない，プ

ログラムの特色を理解していただくことができたよ

うです。質疑では，現地の日本人教師からもプログ

ラムへの期待の声が聞かれました。

　　　　日本語教育セミナーの講演に耳を傾ける参加者

 

　セミナーに前後して，周辺国における修了生の追

跡調査を行いました。機関により事情は様々ですが,

専門性の高い教師の不足，外国語教育学分野の研究

の遅れ，等が共通の問題として指摘されました。連

携大学院プログラムにとっても，これらの問題への

対応が今後の課題のひとつとなるでしょう。

　なお，本プログラムに関する詳しい情報は，国立

国語研究所のホームページに掲載されています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福永 由佳) 

連携大学院プログラムの発展を目指して～海外日本語教育セミナーの開催～

さかのぼ
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｢ことばビデオ」シリーズ：紹介ビデオが国研ホームページに　〈近日公開〉

　国立国語研究所では, ｢ことばビデオ｣シリーズ＜豊

かな言語生活をめざして＞を平成13年度から17年

度まで，年に１巻ずつ制作してきました。このビデ

オシリーズは，私たちが日ごろ何げなく使っている

日本語の様々な側面に光を当て，映像と音声を通じ

て，言葉について考える機会を提供することを目的

としています。

　今までに作成したビデオは，全国の視聴覚ライブ

ラリー等で視聴することができますし，製作会社か

ら購入することも可能です。しかし，これまで

は，実際にビデオを手に取り，再生をするまで，そ

の内容，特に登場人物による生き生きとした言葉の

やりとりを実感することができない，という課題が

ありました。その結果，｢ことばビデオ」について,

名前は知っていても，実際に見たことはないという

方々が少なくなかったのです。

　このたび，｢ことばビデオ｣の各巻について，その

一部を短く編集し，当研究所のホームページに掲載

することになりました。クリック一つで，映像や音声の

一部を見ることができます。これにより，｢ことば

ビデオ」の中身に触れ，そのねらいを直接感じ取り,

活用の場を広げていただけたらと願っています。

　春になるとサクラが咲き，日本各地のサクラの名

所が賑わいます。サクラは，万葉の昔から詩歌に詠

まれ，愛でる花として親しまれてきました。最近は

女の子の名前で，さくらちゃんが好まれています。

　｢桜（櫻)」の字を漢和辞典で引いてみると，一番

初めに「ゆすらうめ」(桜桃）という意味が出てき

ます。｢さくら」は，漢字が持つ本来の意味（古典

中国語での意味）とは違って日本だけで通用する意

味（国訓）として，｢ゆすらうめ」の次に出てきます｡

つまり，古い時代の中国語では，｢桜（櫻)」の字は

ユスラウメを表す文字で，わたしたちが親しんでい

るあのサクラを表す文字ではないのです。

　もともとユスラウメを表す文字を，サクラの文字

として使っていることに違

和感を覚え，我慢できなく

なった人もいます。江戸時

代の花陰散人という人は，

自分でサクラを表す文字を

作ってしまいました。｢木」

と「色」と「香」を組み合

わせた文字です。

 

　花陰散人は『　字説』という本を書いて，自作の

サクラの文字を解説しています。内容を簡単に紹介

します。

　日本を代表する花であるサクラに専用の文字がな

いのはよろしくない。サクラは色も香りもとても良

い花であるから，｢木」と「色」と「香」を組み合

わせて，サクラの文字にしよう。そもそも「　」の

字は，私の夢に菅原道真公が現れて，サクラを表わ

す専用の文字がないことを悲しみ，サクラに「　｣

の字を使うようお告げを下されたのだ。

　花陰散人は『　字説』を天満宮に奉納し，この文

字が受け入れられることを祈りました。しかし，こ

の文字は全く普及しませんでした。サクラは今で

も｢桜（櫻)」のままです。

　江戸時代には，サクラは日本固有の花だと信じら

れていました。サクラは固有の花だから，それを表

すための固有の文字が必要だと，花陰散人は考えた

のでしょう。でも，サクラは日本固有の花ではあり

ませんでした。そして，花陰散人（江戸時代）や菅

原道真（平安時代）が親しんだサクラ―ヤマザクラ

は，わたしたちが思い浮かべるあのサクラ―ソメイ

ヨシノとは品種が違います。

　｢桜（櫻)」の字は，古い時代の中国語ではユスラ

ウメを表し，昔の日本ならばヤマザクラ，現代では

ソメイヨシノに代表されるサクラを表す文字です｡

植物の漢字は，時代と地域によって表すものが変わ

り，複雑です。　　　　　　　　　　　（高田 智和)

か　いん  さん  じん

こう　じ　せつ

にぎ

め

さくら
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